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第 19回（平成 30年度第 4回）CPD運営委員会議事録 

 

日時：平成 30年 11月 8日（木）15:00 ～ 17:00 

場所：機械振興会館 6階 61会議室 

出席者：須藤亮委員長（会長）、石原直幹事（副会長）、高木真人委員（副会長）、奥津良之

委員（ECE幹事長）、尾崎章委員（CPD幹事）、小澤郁夫委員（CPD委員）、原龍

雄委員（広報委員長）、渡邊誠委員（ECE 委員）、日本工学会事務局島田敏男氏 

 （アンダーラインは欠席者） 

議題： 

1. 前回議事録の確認について 

2. 各委員会報告 

3. H30年度第 2回公開シンポジウムのプログラムについて 

4. 今後の活動について 

5. その他 

 

配布資料： 

第 19回（平成 30年度 4回）CPD運営委員会（本紙） 

日本工学会 CPD協議会会員名簿（平成 30年 11月 8日） 

役員・委員 名簿（平成 30年 11月 8日） 

1：第 18回（平成 30年度第 3回）CPD運営委員会議事録（案）(H30.9.13) 

2：H30年度第 2回 CPDプログラム委員会議事録（案）（H30.9.13） 

3：H30年度第 4回 CPD広報委員会議事録（案）（H30.10.24） 

4：平成 30年度第 2回 CPD協議会公開シンポジウムプログラム 

5：日本工学会 CPD協議会規程 

6：CPD協議会H30事業計画H29事業報告 

7：CPDに関するお問い合わせ 

8：CPDシンポジウム開催実績 

 

議事： 

1. 前回議事録確認 

資料 1 の H30 年 9 月 13 日開催の第 18 回（平成 30 年度第 3 回）CPD 運営委員会議

事録（案）を確認した。なお、最終項番は 2を４に修正する。 

 

2. CPDプログラム委員会報告 

尾崎 CPD幹事より、資料 2の H30年 9月 13日開催の第 18回（平成 30年度第 3回）

CPD プログラム委員会議事録（案）に基づいて CPD プログラム委員会の活動報告が
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あり、以下の議論があった。 

 日本工学会のウイキペディアへの掲載について広報委員会で検討する。 

 CPDプログラム委員会の位置付けやミッションについて、CPD活動における日本

工学会の役割、CPD ポイント制、継続的自己啓発の必要性、などの観点から引き

続き議論を継続していく。 

 

3. CPD広報委員会報告 

原広報委員長より、資料 3 の CPD 広報委員会 平成 30 年度第 4 回議事メモに基づい

て広報委員会の活動報告があり、以下の議論が行われた。 

 「CPDとは・・・」という CPD広報の案内図面を日本工学会ホームページの CPD

協議会の先頭ページに貼り込んだことが報告された。ただ、まだ図 1 枚を張り付

けてあるだけなので、この図をクリックすると前回に報告された「一口メモ」に繋

がるようにすることを検討することとなった。 

 CPD協議会のページ中の「ECEプログラム」のコンテンツが古いので更新するこ

ととなった。 

 

4. ECEプログラム関係報告 

渡邊 ECE幹事より、NIMS関連は順調に推移している旨の報告があった。 

 

5. 科学技術人材育成コンソーシアムとの合同シンポジウムについて 

平成 30 年度第 2 回 CPD 協議会公開シンポジウムは科学技術人材育成コンソーシアム

と合同で 2019年 2月 2日に日本大学理工学部駿河台校舎にて開催することとし（資料

4）、以下の議論があった。 

 シンポジウムタイトルは「我が国の科学技術人材育成の現状と課題」とし、「第 10

回科学技術人材育成シンポジウム」と「平成 30 年度第 2 回 CPD 協議会シンポジ

ウム」を併記することとなった。これからする合同開催は今回のみで、来年度は元

の個別開催になると思われる。 

 終了時刻は 17時 50分に修正。 

 後援の予定（現在 9機関）について、依頼先の選定と名義使用願い提出はこれから

である。 

 シンポジウム開始の 1 時間前に関係者は集合し、パネル討論の打ち合わせを行う

こととする。 

 

6. 日本工学会 CPD協議会規程の見直しについて 

第 4 章、第 12 条（全体会議）の在り方について議論した。次回の CPD 運営委員会に

おいて、この全体会議見直しの元々の提案元である高木副会長の出席を待って、来年度
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の進め方を審議することとした。 

 

7. CPD協議会H31年度事業計画、H30年度事業報告について 

H30 年度事業報告、H31 年度事業計画ともに、全体活動を石原幹事、個別の委員会活

動を個別の委員会委員長が担当して作成する。個別委員会活動案はそれぞれの次回の

委員会（12 月～1 月）までに作成し、案を幹事のところに集め全体活動を合わせて理

事会資料の原案とするスケジュールで進めることとした。 

 

8. CPDに関する問い合わせへの対応について 

CPD 協議会ホームページの「問い合わせ・意見」コーナに初めて問合わせのあった、

神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）からの CPD関連案件は、ECE幹事会の奥

津幹事長に対応頂くこととした。なお、KISTEC は旧神奈川県産業技術センターと神

奈川科学技術アカデミー（KSP）が合併して、H29年 4月に発足した新組織である。 

 

9. 次回運営委員会について 

次回運営委員会は、12月 12日（水）の午後 13～15時に開催（会場は別途通知）する

こととした。 

 

以上 


